
文
部
省
統
計
数
理
研
究
所
は
、
昨
年
国
民
性
調
査
の
第
七
回
の
結

果
（
昭
和
五
八
年
）
を
発
表
し
ま
し
た
。
三
〇
年
前
か
ら
五
年
お
き

に
行
っ
て
い
る
調
査
で
、
同
じ
質
問
を
長
期
間
続
け
て
、
日
本
人
の

。心
’
の
動
き
を
追
跡
し
て
い
る
の
が
特
色
で
す
。
今
回
の
対
象
者

は
全
国
二
○
歳
以
上
の
六
千
人
、
回
収
率
は
七
四
％
で
し
た
。
そ
こ

で
、
興
味
あ
る
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
よ
う
。

国民性調査

自
然
と

人
間
と
の

関
　
係

両
者
共
存
の
「
利
用
」
が
増
え
る

人
間
が
幸
福
に
な
る
た
め
に
は
「
自

然
に
従
う
≒
自
然
を
利
用
す
る
≒
自
然

を
征
服
す
る
」
の
ど
れ
が
本
当
と
思
う

か
。
前
回
調
査
（
昭
和
五
三
年
）か
ら
、

意
識
の
伝
統
回
帰
と
か
Ｕ
タ
ー
ン
現
象

と
か
呼
ば
れ
る
結
果
が
目
立
っ
て
い
ま

す
。
三
〇
年
前
の
当
初
は
古
い
意
見
の

「
従
う
」
が
減
り
、
「
征
服
」
が
増
え

ま
し
た
が
、
一
〇
年
前
か
ら
「
従
う
」

が
急
増
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
新
し
い

意
見
の
伸
び
が
正
ま
り
、
変
化
の
方
向

が
逆
転
し
た
質
問
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
質
問
の
回
答
は
、
高
度
経
済

成
長
に
よ
る
歪
み
を
反
映
し
た
も
の
と

い
え
ま
す
。
で
す
が
、
い
さ
さ
か
抽
象

的
な
「
従
う
」
と
「
征
服
」
の
語
句
の

入
れ
替
わ
り
は
、
こ
の
時
期
に
始
ま
っ

た

。も
の
の
考
え
方
’
の
大
転
回
を
、

先
導
的
、
か
つ
象
徴
的
に
示
す
も
の
で

し
た
。

人
間
は
、
自
然
に
「
従
う
」
だ
け
で

は
生
き
ら
れ
ず
、「
征
服
」
（
自
然
破
壊

？
）
だ
け
で
も
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
現

実
的
に
は
、
両
者
共
存
の
「
利
用
」
が

適
当
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
「
利
用
」

が
四
七
％
に
伸
び
ま
し
た
。
現
実
に
即

し
た
無
理
の
な
い
考
え
方
が
広
が
っ
た

と
い
え
ま
す
。大

切
な

道
　
徳

「
親
孝
行
」
　「
恩
返
し
」
が
増
加

「
親
孝
行
」
・
「
恩
返
し
」
と
い
え

ば
わ
が
国
の
伝
統
的
な
道
徳
で
す
。

対
し
て「
個
人
の
権
利
尊
重
」や
「
自

由
の
尊
重
」
は
戦
後
登
場
の
近
代
的
な

徳
目
で
、
民
主
主
義
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ

う
な
も
の
。
戦
前
で
は
、
ま
ず
聞
け
な

か
っ
た
言
葉
で
す
。

回
答
者
に
四
つ
の
徳
目
か
ら

。大
切

な
も
の
’
を
二
つ
選
ん
で
も
ら
う
質
問

は
、
昭
和
三
八
年
の
調
査
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
今
回
ま
で
の
二
〇
年
間
の
回

答
率
の
動
き
を
見
ま
す
と
、
変
化
の
幅

は
狭
い
の
で
す
が
、
「
親
孝
行
」
・「
恩

返
し
」
が
増
え
、
「
権
利
尊
重
」
・「
自

由
尊
重
」
は
減
り
気
味
。
今
回
は
「
権

利
尊
重
」
が
最
低
で
す
。

近
ご
ろ
の
世
相
か
ら
み
て
、
「
権
利

尊
重
」
が
強
ま
り
「
恩
返
し
」
は
弱
ま

る
と
予
想
し
が
ち
で
す
が
、
数
字
は
逆

に
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
別
で
は
、
年

長
ほ
ど
伝
統
的
な
徳
目
を
多
く
挙
げ
、

逆
に
新
し
い
徳
目
は
若
い
層
が
多
く
支

持
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
以
前
と
同
じ

で
す
。

し
か
し
。
最
近
の
二
〇
歳
台
は
、
昭

和
三
八
年
の
二
〇
歳
台
に
比
べ
る
と
。

「
親
孝
行
」
や
「
恩
返
し
」
を
多
く
選

び
ま
す
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

。意
識
の

伝
統
回
帰
’
？
と
い
わ
れ
る
理
由
の
一

つ
が
あ
り
そ
う
で
す
。
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